
●
「
ポ
ス
ト
・
カ
ス
ト
ロ
」
三
つ
の
シ

ナ
リ
オ

キ
ュ
ー
バ
革
命
か
ら
お
よ
そ
半
世
紀
、
最
高
指

導
者
と
し
て
君
臨
し
て
き
た
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト

ロ
（Fidel C

astro, 

一
九
二
六
年
生
ま
れ
）
も
高

齢
と
な
り
、
そ
の
体
力
的
な
衰
え
と
と
も
に
、
内

外
で
「
ポ
ス
ト
・
カ
ス
ト
ロ
」
が
論
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

カ
ス
ト
ロ
後
の
キ
ュ
ー
バ
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、

大
き
く
分
け
る
と
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
第
一
の
見
方
は
体
制
移
行
モ
デ
ル

（transition m
odel

）
と
言
わ
れ
、
カ
ス
ト
ロ
後

に
急
激
な
形
で
社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
が
起
こ
り
、

ま
っ
た
く
新
し
い
体
制
に
移
行
す
る
と
い
う
も
の

で
、
い
わ
ば
「
東
欧
型
」
の
変
化
を
想
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
第
二
の
見
方
は
体
制
継
承
モ
デ
ル

（succession m
odel

）
と
呼
ば
れ
、
基
本
的
に

共
産
党
一
党
支
配
体
制
が
継
承
さ
れ
る
シ
ナ
リ
オ

で
あ
り
、「
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
型
」あ
る
い
は
「
シ

リ
ア
・
ヨ
ル
ダ
ン
型
」
と
も
言
え
る
。
こ
の
場
合
、

後
継
者
に
は
カ
ス
ト
ロ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
カ
リ

ス
マ
を
持
つ
実
力
者
が
い
な
い
た
め
、
事
実
上
の

集
団
指
導
体
制
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
第
三
は
、
上
記
の
二
つ
が
継
続
的
に
起
こ

る
と
い
う
見
方
（succession-transition m

odel

）

で
あ
る
。
こ
れ
は
カ
ス
ト
ロ
後
、
当
面
は
第
二
の

シ
ナ
リ
オ
、
す
な
わ
ち
共
産
党
下
で
集
団
指
導
体

制
が
継
続
さ
れ
る
が
、
や
が
て
共
産
党
内
部
が
分

裂
す
る
か
、
新
た
な
政
治
勢
力
が
生
ま
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
多
党
制
に
移
行
し
て
い
く
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

体
制
の
移
行
で
あ
れ
継
承
で
あ
れ
、
そ
れ
が
平

和
的
に
行
わ
れ
る
の
か
混
乱
を
伴
う
も
の
に
な
る

の
か
は
、
カ
ス
ト
ロ
の
死
が
ど
の
よ
う
な
形
で
訪

れ
る
の
か
に
も
よ
る
し
、
米
国
政
府
が
い
か
な
る

対
応
を
と
る
か
と
い
う
不
確
定
要
素
も
あ
り
、
断

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
敢
え
て
本
稿
で
私
見

を
述
べ
た
い
。

●
「
体
制
移
行
」
の
可
能
性

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
米
国
政
府
や
在
米
亡
命

キ
ュ
ー
バ
人
組
織
の
多
く
は
、
上
記
の
第
一
の
シ

ナ
リ
オ
を
期
待
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆

者
の
現
時
点
に
お
け
る
見
解
で
は
、
彼
ら
が
期
待

す
る
よ
う
な
劇
的
変
化
が
起
き
る
と
は
思
え
な
い
。

そ
の
最
大
の
理
由
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
キ
ュ
ー

バ
国
内
に
お
い
て
「
体
制
継
承
」
の
準
備
が
す
で

に
相
当
進
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る
が
、
も
う
ひ
と

つ
は
、
米
国
政
府
や
在
米
亡
命
キ
ュ
ー
バ
人
組
織

（
特
に
古
い
世
代
）
が
キ
ュ
ー
バ
国
内
の
反
政
府

勢
力
の
能
力
を
過
大
評
価
し
す
ぎ
て
お
り
、
そ
の

結
果
、
期
待
値
だ
け
が
高
ま
っ
て
政
策
が
現
実
離

れ
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
二
○
○
三
年
末
、
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
の
肝
い
り
で
「
自
由
キ
ュ
ー
バ
支
援

委
員
会
」（
委
員
長
コ
リ
ン
・
パ
ウ
エ
ル
国
務
長

官
＝
当
時
）
が
発
足
し
た
が
、
そ
れ
は
明
ら
か
に

「
即
時
体
制
移
行
」
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
翌
年
五
月
に
公
表
さ
れ
た
同
委
員
会
報
告
書

に
基
づ
い
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
二
○
○
四
年
六

月
以
降
、
米
国
か
ら
キ
ュ
ー
バ
へ
の
親
族
送
金
に

関
す
る
制
限
を
強
化
し
、
親
族
訪
問
の
回
数
制
限

（
原
則
と
し
て
三
年
に
一
度
）
と
い
っ
た
措
置
を

発
動
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
は
、

翌
年
に
大
統
領
選
挙
を
控
え
た
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

の
政
治
的
道
具
に
す
ぎ
ず
、
制
裁
強
化
自
体
が
自

己
目
的
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
措
置
に
よ
っ
て

カ
ス
ト
ロ
体
制
が
崩
壊
に
向
か
う
と
は
思
え
ず
、

む
し
ろ
キ
ュ
ー
バ
政
府
は
、
在
米
亡
命
キ
ュ
ー
バ

人
組
織
の
反
民
族
性
を
訴
え
、
国
内
的
な
動
員
を

強
化
す
る
た
め
に
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
ポ
ス
ト
・
カ
ス
ト
ロ
」
を
め
ぐ
る
諸
議
論
と
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
体
制
継
承
準
備
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●
体
制
継
承
へ
の
準
備

カ
ス
ト
ロ
を
は
じ
め
キ
ュ
ー
バ
政
府
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
「
体
制
継
承
モ
デ
ル
」
を
想
定
し
て

お
り
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
を
確
実
な
も
の
に
し
よ
う

と
準
備
し
て
い
る
。
近
年
の
キ
ュ
ー
バ
政
治
の
動

き
は
「
動
員
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
思
想
的
社
会

化
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
整
理
で
き
る
だ
ろ

う
。
こ
こ
で
は
体
制
継
承
に
向
け
た
キ
ュ
ー
バ
国

内
に
お
け
る
動
き
を
、
思
想
教
育
、
大
衆
動
員
、

軍
と
経
済
、
法
的
支
配
と
エ
リ
ー
ト
集
団
と
い
う

観
点
か
ら
述
べ
た
い
。

①
思
想
教
育

共
産
党
大
会
は
、
慣
例
で
は
ほ
ぼ
五
年
に
一
度

開
催
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
一
九
九

七
年
一
○
月
に
第
五
回
党
大
会
が
開
催
さ
れ
て
以

降
開
か
れ
て
お
ら
ず
、
近
く
開
催
さ
れ
る
予
定
も

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
依
然
と
し
て
キ
ュ
ー
バ
で

は
一
九
九
七
年
の
第
五
回
大
会
で
決
議
さ
れ
た
方

針
に
何
ら
変
更
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
右

大
会
で
は
、
歴
史
、
文
化
、
精
神
面
か
ら
キ
ュ
ー

バ
人
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
が
強
調
さ
れ
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
理
念
や
精
神

的
側
面
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
強
調
さ
れ
、
国
民
的

な
思
想
教
育
の
強
化
と
い
っ
た
重
点
方
針
が
打
ち

出
さ
れ
た
。
大
会
文
書
と
し
て
採
択
さ
れ
た
「
団

結
し
た
党
、
民
主
主
義
、
お
よ
び
我
々
が
守
る
人

権
」
の
大
部
分
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
歴
史
解
釈
に
割

か
れ
て
お
り
、
独
立
運
動
に
お
け
る
数
々
の
英
雄

と
そ
の
業
績
、
米
国
の
姿
勢
、
革
命
後
の
キ
ュ
ー

バ
の
状
況
等
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
米
国
の
キ
ュ
ー
バ
に
対
す
る
姿
勢
を
、「
現
在

の
み
な
ら
ず
将
来
世
代
に
対
す
る
脅
威
」
と
断
定

し
、
祖
国
の
独
立
性
を
守
る
努
力
を
、
キ
ュ
ー
バ

独
立
の
父
ホ
セ
・
マ
ル
テ
ィ
（José M

artí, 

一
八

五
三
〜
一
八
九
五
年
）
の
英
雄
的
行
為
と
重
ね
あ

わ
せ
て
い
る
。

マ
ル
テ
ィ
は
政
治
的
立
場
を
超
え
た
キ
ュ
ー
バ

人
の
象
徴
的
存
在
で
あ
り
、
そ
の
思
想
は
、
精
神

お
よ
び
文
化
的
側
面
を
含
め
た
国
家
と
し
て
の
独

立
、
主
権
、
名
誉
、
社
会
正
義
の
実
現
と
不
可
分

の
関
係
に
あ
る
。
カ
ス
ト
ロ
は
マ
ル
テ
ィ
の
正
統

な
解
釈
者
と
し
て
そ
の
思
想
を
体
系
化
し
、
キ
ュ

ー
バ
人
の
文
化
、
精
神
、
行
動
規
範
を
律
す
る
公

式
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
統
一
的
な
価
値
体
系
を
つ
く

っ
て
き
た
。
キ
ュ
ー
バ
に
お
い
て
は
、
マ
ル
テ
ィ

の
思
想
を
媒
介
と
し
て
社
会
主
義
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
、
反
覇
権
主
義
が
一
体
化
し
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
社
会
的
動
員
や
政
権
の
求
心
力
が
維
持

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
定
の
レ
ベ
ル
で
体
制
の

継
承
を
保
障
す
る
思
想
的
基
盤
で
も
あ
る
。

②
大
衆
動
員

キ
ュ
ー
バ
で
は
、
一
九
九
七
年
末
か
ら
「
思
想

闘
争
」（B

atalla de Ideas

）
と
呼
ば
れ
る
国
民
的

思
想
教
育
の
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
継
続
さ
れ
て
お

り
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
使
っ
て
思
想
教
育
の
徹
底

が
図
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
大
衆
動
員
と
も
密
接

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
共
産
党
員
の
リ
ク
ル
ー
ト
、

特
に
若
年
層
の
取
り
込
み
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
す
で
に
キ
ュ
ー
バ
の
二
八
歳
以
上
人
口
の
一

○
人
に
一
人
が
党
員
と
な
っ
て
お
り
、
一
九
九
七

年
の
第
五
回
党
大
会
時
点
で
、
全
党
員
の
う
ち
五

一
・
八
％
が
二
八
〜
四
五
歳
と
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
一
九
九
八
年
か
ら
二
○
○
三
年
の
間
の
新
規
入

党
者
の
う
ち
一
○
万
人
が
共
産
党
青
年
同
盟
（
Ｕ

Ｊ
Ｃ
）
か
ら
の
入
党
で
あ
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
党
に
よ
る
社
会
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

動
員
力
を
支
え
て
い
る
の
が
革
命
防
衛
委
員
会

（
Ｃ
Ｄ
Ｒ
）で
あ
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｒ
は
一
種
の
「
隣
組
」

的
な
組
織
で
あ
り
（
加
入
は
任
意
）、
社
会
的
動

員
装
置
で
あ
る
と
同
時
に
、
法
お
よ
び
社
会
の
秩

序
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
近
年
、
党
指
導
部

は
こ
こ
で
も
若
手
を
幹
部
に
起
用
す
る
こ
と
で
組

織
の
刷
新
を
図
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｄ
Ｒ
幹
部
の
平
均

年
齢
は
三
八
歳
、
末
端
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
の
三
八

％
が
三
五
歳
以
下
と
な
っ
た
。
一
九
九
○
年
代
後

半
以
降
、
Ｃ
Ｄ
Ｒ
の
組
織
率
は
徐
々
に
回
復
し
て

お
り
、
一
四
歳
以
上
人
口
の
約
九
三
％
に
あ
た
る
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約
八
○
○
万
人
が
加
入
し
て
い
る
。

キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
動
員
の
強
化
は
、
共
産
主

義
青
年
同
盟
（
Ｕ
Ｊ
Ｃ
）、
革
命
防
衛
委
員
会

（
Ｃ
Ｄ
Ｒ
）、
中
央
労
働
連
盟
（
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）、
小
規

模
自
営
農
民
協
会
（
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｐ
）、
キ
ュ
ー
バ
女

性
連
盟
（
Ｆ
Ｍ
Ｃ
）、
大
学
生
連
盟
（
Ｆ
Ｅ
Ｕ
）、

中
高
生
連
盟
（
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｍ
）
な
ど
、
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
面
に
及
ん
で
お
り
、
議
会
組
織
に
相
当
す
る

「
人
民
権
力
機
構
」
の
末
端
組
織
で
あ
る
人
民
審

議
会
（
市
議
会
と
町
内
会
の
中
間
的
組
織
）
が
全

体
の
調
整
役
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

国
民
が
ど
の
程
度
主
体
的
、
積
極
的
に
参
加
し
て

い
る
か
は
別
問
題
で
あ
る
が
、
様
々
な
政
治
集
会

に
際
し
て
共
産
党
が
毎
回
大
規
模
な
動
員
を
か
け

る
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
重
要
で
あ

る
。
キ
ュ
ー
バ
に
お
い
て
は
、
結
局
共
産
党
が
唯

一
、
し
か
も
圧
倒
的
な
組
織
力
を
持
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

③
軍
と
経
済

現
在
の
キ
ュ
ー
バ
の
体
制
に
対
し
て
最
も
忠
誠

心
の
強
い
勢
力
は
、
疑
い
も
な
く
軍
で
あ
り
、
カ

ス
ト
ロ
後
の
キ
ュ
ー
バ
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き

な
い
存
在
で
あ
る
。
ソ
連
崩
壊
以
降
、
軍
事
予
算

が
半
分
以
下
に
削
減
さ
れ
る
一
方
で
、
軍
は
独
自

の
経
済
主
体
と
し
て
経
済
活
動
へ
直
接
関
与
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
砂
糖
産
業
、
観

光
産
業
に
お
け
る
主
要
ポ
ス
ト
か
ら
一
般
職
員
に

い
た
る
ま
で
、
退
役
お
よ
び
現
役
の
軍
人
が
採
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
軍
参
謀
総
長
で
あ
っ
た

ロ
サ
レ
ス
・
デ
ル
・
ト
ロ
中
将
（
党
政
治
局
員
）

が
一
九
九
七
年
に
砂
糖
産
業
大
臣
に
就
任
し
た
の

は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
し
、
キ
ュ
ー
バ
の
一
大
観

光
企
業
に
成
長
し
た
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
Ａ
グ
ル
ー
プ

は
、
軍
を
ル
ー
ツ
と
す
る
企
業
の
代
表
的
な
事
例

で
あ
る
。
同
グ
ル
ー
プ
は
二
○
○
四
年
に
は
キ
ュ

ー
バ
国
内
の
ホ
テ
ル
客
室
全
体
の
二
五
％
近
く
を

握
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
キ
ュ
ー
バ
で
は
観
光
部

門
が
最
大
の
外
貨
獲
得
源
と
な
っ
て
お
り
、
一
九

九
三
年
以
降
の
一
○
年
間
で
外
国
人
観
光
客
数
は

約
四
倍
（
年
間
約
二
○
○
万
人
）
に
増
加
し
、
年

間
二
○
億
ド
ル
の
粗
収
入
、
約
一
四
億
ド
ル
の
純

利
益
を
上
げ
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。

観
光
産
業
だ
け
で
な
く
、
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る

主
要
企
業
ト
ッ
プ
の
三
分
の
二
は
現
役
な
い
し
退

役
の
軍
人
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

軍
部
は
国
内
お
よ
び
対
外
経
済
部
門
に
大
き
な
影

響
力
を
保
持
し
て
い
る
。
キ
ュ
ー
バ
の
軍
は
、
国

内
に
お
い
て
最
も
高
度
に
組
織
化
さ
れ
た
規
律
の

高
い
武
装
集
団
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
事
実
上
、

経
済
活
動
主
体
で
あ
り
、
最
強
の
パ
ワ
ー
・
エ
リ

ー
ト
に
な
っ
て
い
る
（
現
在
の
キ
ュ
ー
バ
の
軍
部

は
「
市
民
型
」、「
技
術
官
僚
型
」、「
企
業
人
型
」

と
い
う
三
つ
の
タ
イ
プ
の
軍
人
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
研
究
者
も
い
る
）。
こ
う

し
た
事
実
は
、
カ
ス
ト
ロ
後
の
キ
ュ
ー
バ
の
体
制

が
い
か
な
る
形
に
な
る
に
せ
よ
、
軍
が
キ
ー
・
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
強
い
影
響
力
を
行
使
で
き
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。

④
法 

的
支
配
お
よ
び
エ
リ
ー
ト
集
団
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
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人
民
権
力
全
国
議
会
は
一
九
九
九
年
二
月
、

「
国
家
独
立
経
済
保
護
法
」
と
い
う
新
法
を
成
立

さ
せ
、
同
時
に
刑
法
の
改
正
を
行
っ
た
。
そ
の
目

的
は
、
前
者
の
法
律
第
一
条
に
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
「
国
内
秩
序
を
破
壊
、
不
安
定
化
し
、
社
会

主
義
国
家
体
制
と
キ
ュ
ー
バ
の
独
立
を
清
算
し
よ

う
と
す
る
目
的
に
便
宜
を
図
り
、
あ
る
い
は
支
援
、

協
力
す
る
行
為
を
定
め
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
」
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
法
律
の
重
要
な
狙
い
の
ひ
と
つ

は
国
内
治
安
維
持
で
あ
り
、
キ
ュ
ー
バ
の
不
安
定

化
を
目
的
に
様
々
な
名
目
で
外
国
か
ら
入
っ
て
く

る
公
的
、
準
公
的
お
よ
び
私
的
資
金
を
規
制
す
る

こ
と
、
国
内
の
反
政
府
勢
力
の
組
織
化
を
防
止
す

る
こ
と
、
外
国
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
反
政
府
宣
伝

活
動
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
る
。
外
国
の
政
府
、

公
的
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
キ
ュ
ー
バ
国
内
の
特
定
団

体
を
支
援
す
る
こ
と
に
は
相
当
の
困
難
と
リ
ス
ク

を
伴
う
。
こ
う
し
た
当
局
の
厳
し
い
規
制
に
よ
っ

て
、
反
政
府
グ
ル
ー
プ
は
完
全
に
分
断
さ
れ
て
お

り
、
短
期
的
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
存
在
に
な

る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
し
、
そ
の
能
力
も
な

い
。さ

ら
に
二
○
○
二
年
夏
、
キ
ュ
ー
バ
人
民
権
力

全
国
議
会
は
「
キ
ュ
ー
バ
に
お
い
て
社
会
主
義
は

不
可
侵
」
と
の
条
文
を
憲
法
に
挿
入
す
る
憲
法
改

正
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
カ
ス
ト
ロ
後
に

現
在
の
体
制
を
覆
そ
う
（
体
制
移
行
）
と
し
て
も
、

合
法
的
な
手
段
で
行
お
う
と
す
れ
ば
相
当
な
時
間

と
困
難
を
伴
う
こ
と
に
な
り
、
短
期
的
に
や
ろ
う

と
す
れ
ば
憲
法
秩
序
を
無
視
す
る
（
ク
ー
デ
タ

ー
）
以
外
に
方
法
は
な
い
。
し
か
し
現
体
制
へ
の

忠
誠
心
が
最
も
高
く
、
高
度
に
組
織
化
さ
れ
て
い

る
軍
が
そ
う
し
た
行
動
を
取
る
可
能
性
は
極
め
て

低
い
だ
ろ
う
。

も
う
ひ
と
つ
、
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト

集
団
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
彼
ら
の
人
事
は
人

民
権
力
議
会
の
指
導
部
で
あ
る
国
家
評
議
会
に
よ

っ
て
完
全
に
掌
握
さ
れ
て
お
り
、
党
に
対
す
る
忠

誠
心
を
捨
て
る
こ
と
は
彼
ら
に
と
っ
て
は
非
合
理

的
な
行
為
で
あ
る
。
官
僚
の
多
く
は
現
体
制
の
下

で
最
低
限
の
安
定
し
た
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
多

少
不
満
は
あ
っ
て
も
「
居
心
地
の
い
い
ポ
ジ
シ
ョ

ン
」
に
い
る
。
今
暮
ら
し
て
い
る
ア
パ
ー
ト
も
、

も
し
体
制
が
ひ
っ
く
り
返
れ
ば
マ
イ
ア
ミ
に
亡
命

し
て
い
る
元
の
所
有
者
が
戻
っ
て
き
て
追
い
出
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
心
配
す
ら
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
人
々
が
体
制
に
対
し
て
自
律
的
政

治
行
動
を
と
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

●
お
わ
り
に

現
在
の
キ
ュ
ー
バ
の
政
治
的
条
件
か
ら
見
れ
ば
、

カ
ス
ト
ロ
後
に
直
ち
に
政
治
体
制
の
急
激
な
変
動

（
体
制
移
行
）
が
起
こ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

二
○
○
五
年
四
月
に
ハ
バ
ナ
で
開
催
さ
れ
た
「
キ

ュ
ー
バ
の
主
権
と
人
権
を
守
る
市
民
社
会
会
議
」

で
出
さ
れ
た
宣
言
で
は
、
キ
ュ
ー
バ
を
資
本
主
義

体
制
へ
移
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
を
「
独
立
と

正
義
を
希
求
す
る
キ
ュ
ー
バ
人
の
闘
い
を
葬
り
さ

ろ
う
と
す
る
も
の
」
と
断
罪
し
、
キ
ュ
ー
バ
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
革
命
の
精
神
性
を
強
調
し
、

「
祖
国
、
社
会
主
義
、
フ
ィ
デ
ル
（
カ
ス
ト
ロ
）

に
対
す
る
『
無
条
件
の
忠
誠
』」
と
い
う
言
葉
す

ら
使
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
マ
イ
ア
ミ
に
お
け
る
各
種
調
査
は
、

米
国
に
亡
命
、
移
住
し
た
人
々
が
キ
ュ
ー
バ
へ
永

住
帰
国
す
る
意
思
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
キ
ュ
ー
バ
に
お
い
て
共
産
党
以

外
に
政
権
を
担
当
す
る
能
力
を
有
す
る
勢
力
が
い

な
け
れ
ば
、
現
実
問
題
と
し
て
体
制
継
承
以
外
に

選
択
肢
は
な
い
。

他
方
、
動
員
体
制
の
強
化
に
よ
っ
て
共
産
党
員

数
が
増
え
た
こ
と
は
、
党
内
の
潜
在
的
な
思
想
的

多
様
性
が
広
が
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
党
員
が
増
え
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
カ
ス
ト
ロ
と
い
う
「
重
石
」
が
無
く
な

っ
た
と
き
、
体
制
が
継
承
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
と
は
質
的
に
違
っ
た
も
の
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
い
ず
れ
党
内
が
い
く
つ
か
の
派
閥
に

分
か
れ
、
事
実
上
の
多
党
制
に
移
行
し
て
い
く

（
継
承
│
移
行
モ
デ
ル
）
と
い
う
可
能
性
が
あ

る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

（
こ 

い
け

や
す
ひ
ろ
／
愛
知
県
立
大
学
助
教

授
）
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